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一〕
一〕
己

は 、
日な
に
は
政
策
的
余
刀
が
向日つ

は山
を」官
射
さ
せ
ぬ
よ
う
か
じ
取
り
す
税
学
授
術 、
情
報 、
文
化
な
ど
広
い
討
する
も
の
で
あっ
た 。
双
方
に
共
投げ
か
け
た
が 、
松
下
満
雄「
な
ぜ
（『
世
界』
九
月
号） 、
鈴
木
栴
子「
『
従

てお
り 、
川
芥
判断
を
誤
らぬ
よ
う

る
ζ
と
が
今
次不
況
対
策
の
現却
と
惣
昧
で
の
ソフ
ト

ウエ
ア
の
将
来
を
過
し
た
の
は 、
経
演
力
を
均
し
た
日
米
国
が
綾大
の木
公
正
貿
易
国
な
の
軍
慰
安
婦』
問
組
で
問わ
れ
てい
る

それ
を
伎
う
な
以
が
あ
る
か
ど
う
か

い
え
る
が 、
抹
い
辺「
『
内
対
鋭
瓜』

担
うべ
き
独
創的
な
人
初
が
受
験
競
本
が
世
界の
中
で
ど
の
よ
う
な
り
！

か」
（
『
諸
君
y』

九
月
号）
は
そ
の
は
何か」
（
同）
な
ど
の間
組を

こ
の
以
は
多
泌
な
山
火
引
が
月
臼
が
今
川わ
れ
て
い
る
と
討
う 。
州
政

出
不
況
で
同
位
は
U
字
型」
（
『
泊
AVで
歪
め
られ
た
今
の
日
本
の
教
育
ダl
シッ
プ
そ
担
う自
覚
を
持つ
て
の
鍾
旨
と
内
容
を
体
系
的
に
述べ 、

日
本
側に
残
しつ
つ
も 、
彼古川
WR
や

州押
し
だっ
た 3
2

MNU
は
H
0・
じ

が
出
品叫
し 、
知
期
合
利を
引
き
下
げ

刊
山一件
叫M
m』
八
月十
五

i二
十二
制
度か
ら
は
脊
た
ない
と
断
じ
て
い
い
る
の
か
と
い
う
関
心
で
あ
る a

有
益
な
論説
だ ・
こ
れ
ら
の
問
題
に
中
鵠
国
交樹
立
を
テコ
に
半
均統一

%乙
ガツ
力
リ

ず
ゐ
低
叩白川H
ぷ
だっ
てマ
ネ
i

サ
プラ
イ
を
mや
し 、
さ

日
ほ）
は 、
今
次不
況は
外
部ショ
る 。
先
端
技
術
の
現
弱
か
ら
の
声
と

冷
戦
後の
世
界で
それ
が
H－
w
関
し
伊
東
光
情
「
日
米
市
場
開
放
交
へ
の
切
迫
し
た
カ
ケ
引き
が
巡
M山中

た
が 、
れ
以
%
が
ぷ
川
を
%
め 、
巡
ら
に
川町
政
投
山中日の
拡
大
など
に
よ

ツ
ク
よ
り 、
食ベ
す
ぎ 、
作
り
す
ぎ

haEゑ議44se

・
マ
ウル
「
シ
ピ
リ
ア
ン・
パ
ワl
渉
の
『
愚』
と
『
虚』
」
〈
『エ
コ
だ ・
小
比
米
政
夫
「
学
助の
混
迷
防

へ ー
が

詩

店
包
容
先日
丘、

り
議
ン
ス
テ
ム
そ
守れ
と
力
説
す

授
与
訟
は
ゆ
る
や
か
に
な
ら
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以一
寸
μ
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山
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川
い
1
市
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J
心
…
山
m
U
μ
ω
川
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r
はパ

rソ

涼一叫一

総U
…
U
目
自
お
諸
誌
U
れ
山
向

謀

長

官

諸

記

長

日
仏一九
凡
さ
を鈍っ
た 。

不
動
院
を
中
心
と
ずる不
良一日椴

ブ
J
H
｛の
急
膨
張に
治
成を印刷
じ

一
説

家滞シ一銭制緩d

中
ヵ 、
と
の
点 、
日
本 一囲
内
に
は外
国
ルに
関
す
るア
メ
リ
カ
の
無
理
解
が
定
語
講
保
のた
め
に 、
よ
り目削減

川け
万立
てテ
レ
ビに
く一口づ
け
と
な
ら
ん
で 、
白本
のA0 ．
融
シ
ス
テ

て
い
た
欧米
沼
凶
を
や
や
安怖
さ
せ

dgdgm
宮 町

の
想
像
ほ
ど
に
はコ
ン
セン
サ
ス
も
目
立
つ
が 、
注
窓
すべ
き
はア
メ
リ

的
役
割
を一
来
し
て
い
る ・
い
ずれ

され
えバ
ル
セロ
ナ・
オ
リ
ン
ピッ

カ
が自
由
化原
則
を
排
し
て
相
互
主
に
せ
よ
藤田
幸
久「『
巡
去の
超円ん』

一
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山ruuuu
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後
初
物

一
九

段
目
白

話
刊
誌

引
い
ト
り
ト
U
M
M
M
M
山

さ
た a
A計
九
UH
Mh
u’品川川
総
絞
の
mr

由
化
原
則 、
多国
間
交
渉 、
赤
字
国
だ
と
思
う ・

然
の
附川
任
免
μム
で
あ
ゐ 。
山川一以佐
川

32

Aごみ市
J号

、

自
己
責
任
調
墜
を
主
張
すべ
き
だ
と

口
口
口

5

5
誌
ら
5

3
hへ1

2
干

JAV

Y
隅

日

米
交
渉、

自

由
化
原
則
堅
持
を
伊
東
氏

警
告
す
る ・
リー
ダー
シッ
プと
は

普
通
的
価
値
の
欠
如

りとっ
た
川
叫
が
則
る
みに
出た
た

均，
一 一it－－2

光

J i

l－－
4
1

絵
に
箔い
た
餅で
は
な
く 、
こ
う
し

誌は

認

諾

ジ

茎

十
字
問

天
皇
訪
中、

日

中
癒
着
に

な
る

な
中
崎
氏

諮
問
接
持
持

上
げ

れ刊

誌
日
諮
問

され
ゐ
が 、
ζ
の
山川
市は
政
界一
件刺

弘
、ぬ
いγ

ア
ジア
に
自
を
転
ずる
と 、
こ
の
意
議
の
高
ま
り
の
中
で 、
多
文
化引

を
かめ
一附
以
ぷ
の
山山
川
に
大
さ
な
余
ム晶
子日
間柿に
迫い
つ
め
て
い
る
の
が

たれ凶
聞
が
あ
る
が 、
他
方 、
的体一員
し
て
傾
聴に
似
する 。
山
崎
正
和 、

な
く 、
そ
の
潜
備
が
で
き
てい
ない
秋
の
天
毘訪
中
を
め
ぐヲ
て論
泌
が
下
で
の
共
存が
伸 一
抑の
鼠
大泌
凶げ

川い
せ
刊は
ば
す
こ
と
に
な
ゐ
だ
ろ
う 。

B
I
S
例
制
だ ．
平
野
純一
ご
万

献
に
つ
づい
てロ
シ
ア
支
援 、
民
泊
芳
賀
徹「
新
鎖
国
論」
（
同）
は 、

と
い
う
の
が
筆
者
の
実
感
で
あ
る ．

沸
臆
し
て
い
る ．
街一聞
紙一
「
陛
下
な
りつ
つ
あ
る ．
田両国
孝
道
「
『ち

一 一
ト

ハ
U 、
総
一川ト
兆じ
平
山山
六
C
O
O
円
で
は
日
MM
鋭 、
さ
く
ら 、

η
献
な
ど
日
本
の
則
布を
あ
て
に
し
原
型
主
義
的
イ
デ
オロ
ギ

ー
と
外
国

濁
英
詩「
日
本
『
大
国
外
交』
の
と
訪
中 ・
僚
釜
の
決
定・
を
許
さ
な
文
化
主
義』
の
ジ
レ
ン
マ」
〔
『川い

円
に
の
ば
ゐ
山
氏
引
の
公
ね
一店
内
泌
氏
刊に
亦
uuud」
（
『エ
コ
ノ
ミ
ス

た
m
M
の
必
ボ
はと
ど
ま
る
と
乙
ろ
の
武
力
だ
けを
緋
し 、
ゆ
る
や
か
に
夜
明
け」
（
『
誠
君
／』
九
月
号）
い」
（
『
拐
お
f』
九
月
号） 、
伊
版
界』
九
月号）
は 、
その
後純
なMV

一け
対
交
が
り父
ぶ
さ
れ
た 3一山
初
は
こ
ト』

八
月二
十
五
日
号） 、
阿
部
災
治

を
知
ら
ない 。
円一
野則
彦「
山間
止
め
内
的
充
史を
は
かっ
た
徳
川
鎖
国
の
は 、
日
窓
に
は
ミュ
ンヘ
ン・
サミ
潔「
宮前
観
的 、
あ
ま
り
に
楽
観
的
な」

題
を
閉
併に
按
恕
し
てい
る 。
駒川

れ
を
幻A
し 、
一
昨
は一
万
間
千
円
「
剥
制
巡
以に
どれ
く
らい
然
到
す

な
さ
『一日
献』
の
泥
泊」
（
『
文
芸
知
以
か
ら
む
し
ろ
vd串ベ
き出…
が
多
ッ
ト

を
契
機
に 、
そ
の
縦
済力に
ふ
（
『
文
芸
春
秋』
九
月分）
は 、
と
洋
「
単一
民
族
主
義はこ
え
られ一一

（げ
にい山
c

fリ
込
ん
だ
烈
制
も一
万
一心
かを
凡一心」
（
問）
の
指
摘
の
よ

N－
伏』
九
月
号） 、
凶
焔
幹一一
「
戦
略
い
の
で
は
な
い
かと
開
国
論へ
の
逆
さ
わ
し
い
政
治
指
導
力
を
車内
障
すべ
も
に
今
は
天・蛍
訪
中
の
防
御
で
は
な
か」
（
問）
は 、
外
同
人
労
働
祈川

八千
川
泣
く
ま
で
川
町一
し
聞
係
灯
そ
う
に 、
株
側
低一市
な
と
に
よ
る
似
資

な
さ『
附
阪
は
献』
を
排
す」
（
『
正
説
を
従
起
する 。

き
時
が
来た
と
し
て
い
る
が 、
五
百
い
と
強く
寄
告
する 。
中
嶋
嗣副
総「
天
流
入
で
鰐れ
る
日
本
の
単一 一民
族ト

ホッ
とJJ
せ
た 。
し
か
し 、
糸
川マ
能
力の
収
納
は
税
刻
だ 。
そζ
でB

沿』
九
月
サ）
は 、
彼
我
の
税
尖を

口
口
口

線
鎖
真 、
北
岡
伸一
「
なぜ
日
本
は
泉
訪
中と
日
本
外
交」
（
『
中
央
公
義
の
段
大の
限
界
は 、
多
文
化
災7

ン
設
さ
さ
店
出
子
日
I
S
M
川
そ
のもの
冷
需
品

川
詰
怜凡

な
い
安
易
な
悶
官
居
心
地
良
い

整理
体
制

『
獄
後』
を
脱
却
で
き
な
い
の
か」

詮
九
月号）
は 、
訪
中
する
の
な
を
統
合で
きる
日
本
独自
の
行遍 ，

利
何
年
と叫
民間
年」
（
『文
民
が
判が一川
まっ
て
L
ど
カ

ポ森一
切

庇
治
に？引f川訟
を
仙川
ら
し
て
い
る

（
『
T
h
lS
1S

競
売』
九
ら 、
経
済
利益
に
よ
る
日
中
沼
醤
の
価
似
の
欠如
に
あ
る
と
見る ・
と〔

以』九日一一ソ）
が
計
九州
ザ一U
よ
う
に 、

「
白
B
I
S
刻
制
妖
尚一
泊』
に
民活

そ
の
絞阪
には 、
臼
本
続
出川
は
膨

ζ
の
夏 、
コ
ロ
ラド
州・
ア
スペ
月
号）
は
限
後
体
制が
あ
ま
り
に
も
印
象
を
也
国刊
に
与え
ぬ
よ
う 、
人
楢
問
題
に
関
連
し
て 、
以
永＝一
「
『

合
似
シ
ス
テ
ム
の
川
辺
的
欠
陥
の
必
あ
り」
（
『
川凶行判
別
枠
終
的』
八
月

大
な
政
府
内H
仰を
か
か
え 、
民
間
も
ン
研
鈴
所
の二
つ
のセ
ミ
ナー
に
参
居
心
地
が
良
かっ
た
た
め 、
人
々
は
問
題
な
ど
を
含め
日
本
の
グロ
1

パ
別』
につ
ま
ず
く
夜
米
日
本金
禁

は
深い の
総へU
対
涼
は
土
池
ば
い
上
一
日
ぢ）
は 、
規
制
の
足
当
性 、
妥

決
し
て
大制川
似
る
山円
い
が
で
き
る
ほ
加
する
機
会
が
あっ
た 。
ひ
と
つ
は
脱出
史
を
直
視
せ
ず
根
本
を
問わ
な
く
リ
ズ
ム
電
持
を
問
慨
に
する
ζ
と 、

（
『
中
央公
論』
九
月
サ） 、
木下 e

UJ川
知
な
と
ぷ附
し
う
ら
が 、
安い勾
当
性を
然
必
ずる 。
た
だ千
メ
の
肌

ど
以
か
で
はない
と
い
う
自
己
認
誠
ア
メ
リ
カ
や
日
本
な
ど
異
質
の
資
本
なっ
た
と
指
摘し
てい
る a

そし
て
次
に
は台
湾
と
訪
問
を
と提
縫
「
い
まと
そ自国
語
政
策の
限立芹

な
カ
ペ市
川町
山
政
れ
て
なく 、
ζ
の
燥
さ
や市
山川
リス
ク
対抗州に
は
法占…
も

が
め
る 。
水
野
器
削一山「
『
庁ゆT
立
凶』

主
義を
片山づ段 、
吟
味
する
も
の ．
い

焦
点の
日
米
関
係
で
は 、
さ
きと
雷
し
て
い
る ．
同
感
だ 。

（
同） 、
鈴
木
孝
夫
「
自本
活は
日

公にい
勺
な
と
公
約
インつ
う
の
政
あ
ゐ
と一日
う 。
山
山川
紀品川「
銀
行の

臼
本
が
位
ない」
（
『
文
芸一作
秋』

ま
ひ
と
つ
は
増
大
する
臼
本
の
役
割
ろ
陸
祭
出制
造
審
議
会
が
発
表
し
た

一
方 、
朝
鮮
半
島で
は
前

崎家出町
人
だ
け
の
も
の
か」
（
阿）
も帆

戸川
川’M
川L’f
MU
m
ゐ
こ
とが
何
よ
り
安全
性
問
則た
り
え
ない
B
I
S
泌

九
月
口勺）
は
市手
法
菜
の
み
な
ら
ず
と
ア
メ
リ
カ
のと
るべ
き
戦
闘聞
を
検
「
不
公
正
貿
易
報
告
轡」
が
波
紋
を
「
日
鶴
条
約
で
補
償は
解
決
し
た
か」
深
い
論
説
だ ・
（
慶応
大
学
教同町

一

づ
川
叫
に 。

制」
（
『エ
コ
ノ
ミ
ス
ト』

八
月二

弓
γ山日清「
不
動
山川
に
蝕
まれ
た
金
十
五
日
号）
は
統一
寸前
部
で
なく
ル

胤
シス
テム
をい
か
に
又え
る
か」

l
ル
の
統一
化
を
従
挺
し
てい
る 。

（『エ
コ
ノ
ミ
ス
ト』

八
川
凶
日
日）

4祝
日直
シ
ス
テム
の不
安が
災
依
縦

B
l
S
規
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